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産業建設分科会議録

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

日時 令和３年９月２４日（金曜日）

午前１０時３０分開会 午後２時３０分閉会

場所 第１委員会室

――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程

１開会

２委員長挨拶

３協議・説明事項

（１）議案第５３号 令和３年度土浦市一般会計補正予算（第７回）

（２）認定第１号 令和２年度土浦市歳入歳出決算の認定について

（３）認定第２号 令和２年度土浦市下水道事業会計決算の認定について

（４）認定第３号 令和２年度土浦市水道事業会計決算の認定について

４閉会

――――――――――――――――――――――――――――――――――

出席委員（８名）

委員長 平石勝司

副委員長 柏村忠志

委員 内田卓男

委員 寺内充

委員 矢口清

委員 栁澤明

委員 小坂博

委員 勝田達也

――――――――――――――――――――――――――――――――――

説明のため出席した者（１５名）

副市長 栗原 正夫 産業経済部長 佐藤 亨

都市政策部長 船沢 一郎 建設部長 岡田 美徳

商工観光課長 羽成 信明 農林水産課長 黒須 清一

都市計画課長 飯泉 貴史 都市整備課長 平井 康裕

道路管理課長 櫻井 良哉 道路管理課長 浅岡 武徳

道路建設課長 草間 正志 住宅営繕課長 大貫 三千男
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下水道課長 滝田 昌暁 水道課長 和田 利昭

農業委員会事務局長 羽成 信明

――――――――――――――――――――――――――――――――――

傍聴者 ０名

――――――――――――――――――――――――――――――――――

事務局職員出席者 松本 裕司

―――――――――――――――――――――――――――――――――

〇平石委員長 ただ今から予算決算委員会産業建設分科会を開催いたしま

す。協議事項に入ります。議案第５３号令和３年度土浦市一般会計補正予算

（第７回）歳出中第６款商工費第７款土木費及び債務負担行為補正について

執行部より説明願います。

〇羽成商工観光課長 議案第５３号令和３年度土浦市一般会計補正予算

（第７回）について，説明いたします。第６款商工費５目観光費ですが，こ

の度の補正予算は，産業文化事業団本部運営補助金の増であり，１８節負担

金補助及び交付金に７６４万１，０００円を計上しています。補正理由につ

きましては，土浦市産業文化事業団において，職員の中途退職が発生したこ

とに伴うもので，８月末日をもって退職した職員１名分の退職手当の増額補

正をお願いするものです。退職手当の支給額につきましては，産業文化事業

団の退職手当に関する規程に基づき算出しているものです。説明は，以上で

ございます。

〇浅岡道路管理課長 同じく３８ページの下段でございます。今回補正を

お願いするものは，一般会計の歳出，７款土木費２項道路橋梁費２目道路維

持費におきまして増額補正をお願いするものです。補正増の理由でございま

すが，市道新治南３１４号線において，延長７４０メートルの区間で，この

箇所で最大３０センチの沈下が見られ，道路の起伏や水たまりなど通行に支

障があることから路盤工，舗装工の補修工事を実施するため，４，８４０万

円の増額補正をお願いするものです。説明は，以上でございます。

〇黒須農林水産課長 今回お願いいたします補正予算（案）につきまして

は，農業用河川工作物応急対策事業時負担金（桜川樋門地区）に伴います債

務負担行為の設定案でございます。５ページをお願いいたします。この事業

は，土浦市外十五ヶ町村土地改良区で管理している農業用樋菅が設置後約６

０年経過し，経年劣化に伴う修繕工事を，県事業において３か年にわたり行

うもので，本年度中に受益市町及び当該土地改良区において，当該事業負担
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金の分担についての協定書を締結する必要があることから，当該債務負担行

為を設定するものでございます。全体事業費といたしましては，１億５，３

００万円で，事業費の割合は土地改良事業における地方公共団体の負担割合

の指針より土浦市負担分は，合計１２４万４，０００円でございます。県で

は，令和４年度に新規採択を目指し事業を進めていることから，国への申請

手続は，今年度１１月までに行うとしており，それまでに協定書の締結を必

要としております。以上より，将来の予算を左右する義務負担を定める協定

の締結に対しては，債務負担行為を設定する必要があることから，今回，令

和４年度から令和６年度までの３か年において，債務負担行為の設定をお願

いするものでございます。説明は，以上でございます。

〇平石委員長 ありがとうございました。ただ今の件について，御質問等

ありますか。

(「なし」との声あり)

〇平石委員長 では，お諮りします。議案第５３号令和３年度土浦市一般

会計補正予算（第７回）について，原案どおり決することに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」との声あり）

〇平石委員長 御異議なしと認め，原案どおり決することといたします。

御異議なしと認めます。よって議案第５３号は，原案どおり決しました。こ

の後は，休憩を挟み，１０時４５分から，令和２年度決算の認定について審

査を行います。執行部は，席の入替えをお願いします。

（１０時３５分休憩）

（１０時４５分再開）

〇平石委員長 ここからは，令和２年度決算の認定となります。審査中，

委員長報告で報告する指摘事項がありましたら，発言をする際に，報告書に

入れたい旨をお話しくださいますようお願いいたします。それでは審査に入

ります。認定第１号令和２年度土浦市歳入歳出決算の認定について付託され

ました案件を議題といたします。執行部より第５款について，順次説明願い

ます。

〇羽成農業委員会事務局長 農業委員会事務局です。よろしくお願いいた

します。決算書の２１８ページ・２１９ページをお開きください。５款農林

水産業費をお願いいたします。農業費１目農業委員会費の補正につきまして

は，人事異動に伴います人件費の減によるものです。予算の執行率は９８．
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１パーセントです。節の主なものについて，御説明いたします。２１９ペー

ジをお願いいたします。報酬につきましては，農業委員１２名，農地利用最

適化推進委員１０名と非常勤職員２名の報酬です。決算書の２２０ページ・

２２１ページをお開きください。２節給料から４節共済費につきましては，

職員６名分の人件費です。９節交際費は会長交際費で，主に慶弔費の支出で

す。１０節需用費の印刷製本費につきましては，各農家に配布しております

農業委員会だよりの印刷代及び農地利用状況調査のための調査用図面の作成

費用等です。１１節役務費通信運搬費は，遊休農地意向調査郵送料です。１

３節使用料及び賃借料につきましては，公用車及びパソコンのリース料等で

す。１８節負担金補助及び交付金につきましては，４件の負担金となります。

説明は，以上です。よろしくお願いいたします。

〇黒須農林水産課長 農林水産課でございます。２目農業総務費から御説

明申上げます。農業総務費は，例年の農林関係の一般経費で，職員人件費特

別会計への繰出金が主なものです。補正予算については，１２月議会におい

て人事異動に伴う給与等の補正を行なったものと，３月議会において国の第

３次補正予算・新型コロナ感染症対策事業として農業集落排水の施設台帳を

電子化するため，特別会計への繰出金の増額を行ったものでございます。２

節給料から４節共済費までは，農林水産課・農業公社等職員２０人分の人件

費でございます。２７節繰出金は，農業集落排水事業特別会計への繰出金で

ございます。３目農業振興費は，農業振興地域の管理事業や，野菜・花き・

果樹などの振興対策のほか人・農地プランの策定など，地域農業の振興や農

業経営の安定を図るための事業が，主なものです。補正予算につきましては，

３月議会において，新型コロナウイルス感染症対策事業として，コロナ禍で

奮闘する学生に本市の名産品を給付するふるさと学生応援事業を補正したも

のと，同じく３月議会で新規就農者の支援金である農業次世代人材投資資金

などの事業費を実績に基づき補正減したものです。なお，ふるさと学生応援

事業は，国の交付金活用の関係で，本年５月の臨時会で再度補正しておりま

す。１節報酬は，農地の貸手と借手のマッチング作業等を行うコーディネー

ターを雇用しておりますので，その１名分の報酬となっております。７節報

償費は，イノシシの捕獲処分に対する報償費や，土浦ブランドアッププロジ

ェクト推進協議会委員の謝礼などでございます。１０節需用費は，イノシシ

捕獲のためのワナの購入費用，土浦市農業センターの施設修繕費用となりま

す。不用額のうち，２１０万４,０００円は，先に御説明しましたふるさと
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学生応援事業の応援品代で，国の交付金制度の関係で，令和２年度は事業を

実施せず，今年度改めて補正し事業を実施したものでございます。１２節委

託料の不用額につきましては，需用費同様ふるさと学生応援事業費と各委託

料の確定によるものです。備考欄にございます有害鳥獣捕獲委託料は，イノ

シシによる農作物や市民生活に対する被害防止のため，猟友会への罠設置な

どの捕獲委託経費一式でございます。農業振興地域整備計画基礎調査委託料

は，農用地区域図データを庁内ＧＩＳに搭載することで，最新の現地状況を

確認しながら計画見直しのための基礎調査を行い，新たな農業振興地域整備

計画の作成を進めるものです。１８節の負担金補助及び交付金のうち，負担

金では，土浦農業改良普及事業推進協議会負担金から茨城をたべよう運動推

進協議会まで，農業振興取組各団体に対する負担金でございます。次の補助

金ですが，農業用廃プラスチック処理事業補助金は，農業者から排出される

ハウス用の廃プラスチック等の円滑処理を推進する土浦市農業用廃プラスチ

ック適正処理推進協議会の運営及び処理経費に対する補助金であります。農

作物有害鳥獣被害対策補助金は，農作物の食害を防ぐためＪＡが主体となっ

て，イノシシ，カラス，ムクドリ等の，捕獲活動を行うことへの補助金です。

つぎに３つ下の農業次世代人材投資資金は，人・農地プランに位置付けられ

た新規就農者の経営が安定するまでの最大５年間，就農支援のために給付す

るもので，１０経営体に対して給付しております。交付金の環境保全型農業

直接支払交付金は，環境保全に効果の高い有機農業の取組に対し交付するも

ので，１団体に交付しました。機構集積協力金は，平成２７年度から実施さ

れている農地中間管理事業を取り組む地域において，機構にまとまった農地

を貸付けた場合に，その地域の取組に対して支援をする交付金です。４目水

田農業構造改革対策費は，米の生産調整推進のための経費が主なものです。

７節報償費は，各農家への農業に関する配布物や，各種事業実施の取りまと

めなどを依頼する農家組合長や農政協力員への報償費です。１８節負担金補

助及び交付金の中の産地づくり対策支援事業補助金は，米の生産調整のため

に，転作作物の定着化を図るもので，生産調整を実施した個人と集落に助成

しているものです。経営所得安定対策推進事業費補助金は，転作，米，畑な

どの転作等の手続きを行う，市から土浦市農業再生協議会への，１０分の１

０，国からの補助による事務費補助金です。５目農業近代化対策費の１８節

負担金補助及び交付金の農業経営基盤強化資金利子助成補給金は，認定農業

者が，農業施設整備や農業機械導入時の，借入れに対する県と市の２分の１
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の利子助成です。２０節貸付金については，優良種苗導入貸付金で，ＪＡを

通して，花き生産部会に対して，グラジオラスなどの球根導入資金として，

貸し付けるものですが，申請がなかったことから，３月議会において補正予

算額にあるとおり，全額補正減させて頂いたものです。６目農業担い手育成

対策費の１８節負担金補助及び交付金は，第２３回全国農業担い手サミット

㏌茨城開催に係る市町村負担金で，令和２年秋に開催が予定されておりまし

たが，新型コロナウイルスの影響で見送られたため，３月議会において，全

額補正減したものであります。７目畜産業費は，伝染病等の家畜防疫事業や

優良乳牛の改良事業などでございます。繰越額４０万８，４０５円につきま

しては，後ほど説明いたします豚コレラの防御柵補助金を前年度から繰越し

したものであります。７節報償費は，家畜の伝染病等の予防接種や検査等に

従事している指定獣医師２名への謝礼などでございます。１８節負担金補助

及び交付金の負担金は，茨城県畜産協会に対するもので，市町村や農業関係

団体等により構成されており，団体事業活動に伴う負担金でございます。補

助金については，豚の伝染病等の家畜防疫事業や優良乳牛の改良事業等に対

する補助金です。豚コレラ侵入防止緊急対策事業費補助金（繰越分）は，各

畜産業者の施工する防御柵整備費用に対し補助するものですが，令和元年度

末ごろからのコロナウイルスの影響で，防御柵に必要な資材の製品納入が困

難となり，２件の畜産農家で年度内設置ができなかったため繰越しをしたも

のです。８目農地費は，市内にあります土地改良区等の指導育成に係る経費

農道・かんがい排水の整備に係る経費霞ケ浦用水事業・県営事業等の事業負

担金の支出でございます。補正予算につきましては，土地改良事業補助金の

増額を行ったものです。予備費の充用につきましては，当初予算で想定でき

なかった揚水事業におけるパイプライン漏水による修繕工事実施のための補

助や，新治第一排水機場ゲート及び遮断機の緊急修繕のための協議会への負

担金等を措置したものです。１２節委託料につきましては，備考欄に記載の

とおり，農道整備事業における測量・実施設計，農林水産課において管理し

ている施設の維持管理，さらには，草刈・側溝清掃等の委託料となっており

ます。このページの上段の真ん中にあります繰越明許費４４８万８，０００

円につきましては，虫掛地区及び木田余地区の経営体基盤整備促進計画書の

作成委託において，意向調査未回答者等との調整に時間を要したため，年度

内の調査完了が見込めず，繰越明許を設定させていただいたものです。１４

節工事請負費です。かんがい排水及び農道整備工事費については，農地内の
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農道及び農業用排水路の整備を行うもので，かんがい排水１件，農道整備２

件，合計３件の工事請負費です。また，繰越分につきましては，１件の農道

整備において，農閑期に工事をする必要があり，年度内に事業が完了しなか

ったため，令和２年度に繰越しをしたものであります。また，ページの中段

真ん中にあります繰越明許費２，２４４万８，０００円につきましては，か

んがい排水１件，農道整備２件の工事について，県との調整に不測の日数を

要したものや，工事着手時期について農閑期から工事する必要があったこと

などから，年度内の工事完了が見込めず，繰越明許を設定させていただいた

ものです。１８節負担金補助及び交付金です。負担金の主な内容については，

次のページにまたがりますが，土地改良事業が円滑に推進出来るよう，各土

地改良区への運営負担金や，国・県の事業に対する負担金と，協議会等に対

する負担金です。主だった内容のものとして，備考欄の負担金三つ目の霞ケ

浦用水事業負担金は，茨城県西・県南にまたがる，１３市町に，霞ケ浦から

農業用水を供給しているもので，１３市町が受益面積割で，事業費を負担し

ているものです。次の２２８・２２９ページをお願いします。ページ中段の

経営体育成基盤整備事業負担金は，虫掛と木田余地区の基盤整備事業に係る

市負担金負担金の最後，用排水施設等整備事業負担金は，上備前川排水機場

機械設備更新事業に係る市負担金であり，いずれも県事業によって進められ

ているものであります。農業用河川工作物応急対策事業負担金は，上坂田地

内にある桜川の樋門について，老朽化が著しく，桜川からの逆流で浸水被害

が発生していることから，樋門・樋管を撤去し，護岸を整備する応急対策事

業の市負担金であります。備考欄の補助金のうち，揚水機運営費補助金は，

昭和４０年代から６０年代にかけて，市の都市下水路整備事業において用水

確保の機能補償として設置しました深井戸２１か所とパイプライン施設の管

理運営費用を補助しているものです。土地改良事業補助金は，土地改良区等

が実施する用排水路等の維持管理に対する補助で，先ほど御説明させていた

だきました補正予算で増額計上させていただいたのは，土地改良区で実施す

る更新工事が国県の補助対象として認定されたため，補正をしたものであり

ます。交付金の多面的機能支払交付金は，農地・農業用水路等の保全に取り

組む地域・団体に対して，活動エリアの農用地の面積に応じて，交付金を交

付し，農地の環境保全を図っていただくもので，９団体に交付しております。

なお，交付金の割合については，国５０パーセント，県２５パーセント，市

２５パーセントであり，国・県の分も含めて，市から交付するものです。２



8

項１目林業振興費は，林業振興のための民有林への造林事業や緑の少年隊事

業を実施しております。次の２３０・２３１ページをお願いします。１２節

委託料は，備考欄にございます身近なみどり整備推進事業の委託料となりま

す。この身近なみどり整備推進事業は，森林湖沼環境税の財源を活用した事

業で，民有林の下草刈りや間伐などの整備を実施し，荒廃した身近な森林の

復元・整備を進めるもので県補助１００パーセントの事業です。実績による

整備面積の減により，減額の補正をしております。現況分析調査委託料は，

森林の適正管理に向けた取組を進めるため，森林環境譲与税の譲与金を活用

し，森林の現況分析を実施したものでございます。つぎに，１８節負担金補

助及び交付金です。負担金については，備考欄にございます県南林業会から

茨城県緑化推進機構まで，土浦市が加入しております３団体への，事業活動

運営に対する負担金でございます。２４節積立金の備考欄土浦市森林環境譲

与税基金積立金につきましては，令和元年度に施行された森林環境譲与税制

度により，市町村に森林面積や人口などにより森林環境譲与税が配分され，

本市は，土浦市森林環境譲与税基金条例を制定して，基金造成の上，譲与金

を積立てるものです。令和２年度は，この譲与金を活用して，森林所有者へ

の森林管理のアンケートや，先ほども御説明しました森林の現況調査委託，

また，県産材を使った木材啓発品の制作など行っており，譲与額からこれら

の事業費活用分を除いた額を基金へ積立てしております。３項１目水産業振

興費となります。こちらは，水産業振興のため広域的な協議会への活動助成

を行うものです。１８節負担金補助及び交付金の中の負担金につきましては，

備考欄にございます霞ケ浦北浦水産振興協議会負担金から霞ケ浦北浦水産資

源増大対策事業負担金までは，霞ケ浦や県内の水産資源の増大や水産加工品

の開発や啓発活動する団体や取組に対する負担金となります。農林水産課は，

以上となります。

〇平石委員長 ありがとうございました。ここまでで，御質問・御意見は

ございますか。

〇柏村副委員長 イノシシやカラスなどの有害鳥獣。これは蓮田も芽をや

られているが，これはどうなっているか。もう１つは，かんがい排水。これ

は御存じのように鶴沼とか宍塚大池とかありますが，これのまとめた実態を

後日提出いただくとありがたい。以上です。

〇黒須農林水産課長 イノシシの御質問の最後が聞き取れなかったので，

もう一度よろしいでしょうか。
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〇柏村副委員長 鳥に蓮田も芽をやられるんですね，これが今どうなって

いるのか。

〇黒須農林水産課長 蓮の芽となりますと，カルガモが蓮田に入ってレン

コンの芽を食べてしまうと聞いておりまして，こちらは，ＪＡのほうに委託

しております有害鳥獣被害対策補助金という形で，昨年は１３２羽捕獲して

いる実績があります。かんがい排水の件につきましては，後日お渡しさせて

いただきます。

〇栁澤委員 新規就農者に対する補助金の条件を教えてください。

〇黒須農林水産課長 農業次世代人材投資資金で，対象要件としまして，

就農時の年齢が原則５０歳未満の認定新規就農者，二つ目として独立自営就

農であること，三つ目としまして農地プラン等に位置づけられていること又

は農地中間管理機構から農地を借りていることとなっています。

〇栁澤委員 今の専業農家は，高齢になっていて，右籾近辺では８０歳に

なっている人がたくさんいるのね。それでも現役でバリバリやっているんだ

けれども，それからすると５０を過ぎても，新規にという人もいるのではな

いだろうか。例えば，５５歳とか，６０歳からだとちょっと遅いような気も

するけれども，もうちょっと年齢を上げてもよいのではないかという気がす

る。この年齢制限は，上位法で定めてあるんでしょうか。

〇黒須農林水産課長 後ほど資料を御用意いたします。

〇栁澤委員 今，農家の方にリタイヤした人が出てきて，草ぼうぼうの所

をほとんど無償で借りていて，すると農家組合の人がいろいろ指導してくれ

て。ただ，とてもそれだけでは食っていけないと，泣きが入っている状態な

んだけれども，そういう人のために，この補助金は有効だと思うのよ。これ

からも，農業をやっていきたいという人は増えると思う。年齢制限というも

のを，市のほうで見直しすることができるのであれば，もっと入りやすくな

るのだと思う。農地を荒らしてしまうのは問題だから，そういうことのため

にも，大事だと思うのですが，どうでしょうかね。もっと入りやすく。

〇黒須農林水産課長 はい，お調べしまして，市のほうで変えられるよう

なものであれば，検討したいと思います。

〇平石委員長 それでは，ひきつづき，第６款について説明願います。

〇羽成商工観光課長 ６款商工費です。１目商工総務費は，職員の人件費

であり，補正予算額につきましては，人事異動に伴う増額補正を行ったもの

です。２目商工業振興費は，①中小企業の経営安定化支援，②中小企業で働
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く勤労者への支援，③商工会議所・商工会への事業支援，そして④ワークヒ

ル土浦の運営経費等です。昨年は，補正予算額が６億５，４３６万３，００

０円と大変多いですが，新型コロナウイルス対策事業として，プレミアム付

き商品券の発行，クラウドファンディングの支援を始め，持続化給付金や家

賃支援給付金，信用保証料の補助，貸付の原資負担など様々な事業者支援を

実施してきたところで，それらの事業に係る補正を５月の臨時会から３月の

定例会にかけて行っています。また，予備費ですが，こちらはワークヒル土

浦の施設修繕に係る費用に充用したものです。１０節需用費ですが，印刷製

本費につきましては，プレミアム付き商品券購入引換はがきの印刷，修繕料

は，ワークヒル土浦の公衆無線ＬＡＮ導入のほか，館内空調の基となる冷温

水ユニットの水漏れ修繕を実施したものです。１１節役務費は，通信運搬費

が主なもので，プレミアム付商品券の購入引換はがきの郵送料などです。１

２節委託料は，土浦商工会議所に委託をしている自治振興金融の融資斡旋事

務とワークヒル土浦の指定管理料です。不用額は，ワークヒルの指定管理料

戻し入れで，コロナの感染拡大防止のため，施設利用や講座受講の制限を行

ったことに伴い，施設の光熱水費や講座の謝礼などの支出が少なくなったこ

とによるものです。１４節工事請負費は，コロナの感染拡大防止対策として，

ワークヒルの既存の和式トイレを洋式トイレに改修するもので，３月定例会

にて補正を行い全額未契約繰越としています。１８節負担金補助及び交付金

の負担金は，まず前年同様，備考欄記載の４団体に対する負担金があり，そ

の下の茨城県新型コロナウイルス感染症対策貸付金市町村負担金は，県が新

設した貸付制度中小企業継続応援貸付金に協調し，貸付原資の一部を負担す

るものです。５月臨時会においてを補正計上したものですが，当初県が想定

したほど貸付の執行がなく，本市負担額は１２件分４９２万５，０００円と

なっています。また，県において令和３年度も事業継続の運びとなりました

ことから，決算見込みの残額３，５００万円について繰越依頼を受け繰り越

しており，１，６００万円ほどを不用額としています。補助金ですが，主な

ものは，自治振興金融の保証料補給金及び利子補給金，土浦商工会議所新治

商工会などに対する補助金や，企業誘致奨励金，新型コロナ対策事業への補

助金です。自治振興金融は，信用保証協会の保証付き融資で，融資のあっせ

んと共に信用保証料の補助や利子補給を実施し，事業者の負担軽減を図って

いるものです。企業誘致奨励金は，企業立地や事業規模拡大などの支援のた

め，工場や事業所などの新増設に係る固定資産税等相当額を交付したもので



11

す。新型コロナ対策事業については，県のパワーアップ融資信用保証料補助

の残り分を補助する中小企業信用保証料補助金交付事業や，売上が急減した

特に飲食店などに対する事業継続の下支えクラウドファンディング支援事業，

地域経済回復に向けた緊急経済対策プレミアム付商品券発行事業などを行っ

たところです。補助金では，不用額が７，１００万円ほど出ていますが，自

治振興金融の保証料補給と利子補給の支出が，当初見込みより少なかったこ

とが主な理由で，これは，コロナ関連で無利子無担保の融資利用が進んだこ

とによるものと思われます。そのほか，わくわく茨城生活実現事業の移住支

援金制度を活用した移住者等がなかったことでの未執行などがあります。１

９節扶助費は，持続化給付金支援事業及び家賃支援給付金支援事業に係る経

費です。国の持続化給付金や家賃支援給付金を受給することができない事業

者の方々を救済するため，市独自の横出し給付金として事業継続を支援して

きたものです。最終的には，当初の見込み以上に事業者の売上の状況が悪く，

国の給付金を受給する方々が増えたと思われ約２，３００万円の不用額が生

じています。２０節貸付金ですが，中小企業振興育成預託金は，常陽銀行ほ

か６行，中小企業労働者共済会預託金は，中央労働金庫への預託金となって

います。３目商業近代化促進事業費は，中心市街地活性化の推進を図るため

の経費です。補正予算額は，中心市街地開業支援の不足見込み分を始め，コ

ロナの影響によるキララちゃんバスの運賃収入減少分の補助金増額などとな

っています。１２節委託料は，備考欄に記載の２事業を実施したものです。

１８節負担金補助及び交付金ですが，備考欄に記載の３事業に対する補助金

です。活性化バス運行事業は，まちなかの利便性向上や集客力アップなど，

中心市街地活性化を目的にＮＰＯまちづくり活性化土浦が運行しているバス

の運営費に対する補助金です。食のまちづくり推進事業は，カレーフェステ

ィバル開催に係るものですが，イベント自体はコロナの影響で中止となり，

事業者部会の方ではカレーのまちを紹介する市内の店舗マップを作成しまし

た。中心市街地開業支援事業は，中心市街地エリアの空き店舗への新規開業

者に対する家賃等の補助事業で，昨年は１０事業者に補助をしています。最

終的に約６００万円の不用額が出ていますが，活性化バス運行につきまして

は，運行事業費が見込みより少なくなったこと，開業支援においては，コロ

ナの影響で新規出店が鈍ったことなどが主な理由です。４目勤労青少年ホー

ム運営費です。補正予算額につきましては，人事異動に伴う補正を行ったも

のです。また予備費は，館内エアコンの修繕に係る費用に充用したものです。
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１節報酬は，非常勤職員の人件費で，２節給料から４節共済費は，職員の人

件費となっています。７節報償費は，各種講座に係る講師謝礼です。昨年は，

コロナの影響による講座の開催制限に伴い講座の開催も前年度の約半分とな

り，大きく不用額が出たところです。１０節需用費のうち，修繕料につきま

しては，館内エアコンが経年劣化により修繕不能となりましたことから，使

用されていないエアコンを高津庁舎より移設したものです。１２節委託料に

つきましては，施設の保守管理などに係る記載の業務となっています。５目

観光費は，①観光事業全般に関わる事務経費を始め，②観光ＰＲ，③まちか

ど蔵，小町の館，霞浦の湯など観光施設の整備・維持管理，④観光協会や産

業文化事業団の運営，各種イベントに係る経費です。補正予算額は，産業文

化事業団本部運営補助金において職員の人事異動に伴う人件費や霞浦の湯の

指定管理における収支見込不足分を増額補正したほか，新型コロナウイルス

対策の関連事業に係る経費として，観光施設の感染予防に係る物品購入，施

設修繕などの補正を行ったものです。８節報償費は，観光基本計画に基づく

有識者会議や専門部会の委員に対する報酬などです。１０節需用費で，消耗

品費につきましては，アクリルパーテーションや消毒液スタンドなど，コロ

ナ予防対策物品の購入，修繕料は，小町の館の水車稼働の水源となる池の漏

水修繕や釣り客用に設置している仮設トイレの修繕など，緊急性の高いもの

について実施したものです。また，まちかど蔵野村のトイレの洋式化や大徳

のトイレ手洗い蛇口の改修など，３月定例会にてコロナの感染拡大防止対策

の経費を補正し，全額未契約繰越としています。１２節委託料は，備考欄に

記載の仮設トイレ清掃を始め，全１１の観光振興業務に係る委託料です。不

用額が７５０万円ほど出ていますが，大きな理由は，まちかど蔵や霞浦の湯

小町の館における指定管理料の戻入れです。いずれも，コロナによる長引く

施設休館や利用者数の制限などの影響で，光熱水費や人件費委託料などに見

込み以上に残額が生じたものです。そのほか，観光案内所の閉鎖やサイクリ

ング推進事業で散走ツアーの中止など，同様にコロナの影響による不用額が

生じています。１４節工事請負費は，コロナの感染拡大防止対策として小町

の館の洋式トイレ化に係る費用を３月定例会にて補正し，全額未契約繰越し

ています。１７節備品購入費では，施設の管理運営に伴う小町の館の冷水チ

ラーやコールドテーブルの更新に加え，コロナ対策で，まちかど蔵へのキャ

ッシュレス決済端末機の導入などを行ったものです。１８節負担金補助及び

交付金の負担金は，前年と同様に記載の６団体に対する負担金です。補助金
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は，主なものとして観光協会や産業文化事業団などの人件費や事務費など運

営に係る補助や，各種イベントの補助となりますが，昨年キララまつりは，

開催中止となりましたことから全額を減額補正し，記載の７事業に対する補

助金となっています不用額は，観光協会事業費補助金において観光パンフレ

ット関連の多言語マップ印刷費が安価となったことや，産業文化事業団本部

運営補助金において時間外手当の不用分が出たことなどによるものです。６

目花火大会費ですが，本市の花火大会は，市からの補助金や桟敷席収入，協

賛金を主な収入として運営を行っているところです。１８節負担金補助及び

補助金の補助金は，花火大会開催に係る経費として実行委員会へ支出したも

のです。昨年度は，大会が中止となったことから，煙火業者への支援も含め，

代替え事業を実施したところです。サプライズ花火の打上げや全国オンライ

ン花火競技大会の実施，帰省自粛のなか頑張っている学生の皆さんへの応援

企画やマッチング花火事業などを実施しました。不用額は，代替え事業実施

後の清算となるものです。説明は，以上でございます。よろしくお願いいた

します。

〇平石委員長 ありがとうございました。ここまでで，御質問ございます

か。

〇栁澤委員 今まで，何度も話したことですが，霞浦の湯について，現在

の検討の状況を教えてください。

〇羽成商工観光課長 先般，栁澤委員からお求めがありましたので，修繕

の関係ですとか，利用者の状況などを提出させていただいたところでござい

ます。霞浦の湯についても，老朽化が進んでおり，市全体の施設の中で検討

していかなければならないのかなど存じておりまして，市の公共施設の残し

方，利用の仕方の動向を見ながら，霞浦の湯につきましても検討を進めさせ

ていただいて，具体的な話にはまだ踏み込めていないといった状況でござい

ます。

〇栁澤委員 もうこれ２年くらい，こういう話をしていると思うんだけど

ね。市全体の公共施設との関連と言うけれど，そうではないと思うんだよね。

一番肝心なのは，対象がほとんど固定客で，自分の家の銭湯のように使って

いるという現状があるんだよね。これが本来の意味で市民サービスなのかい。

１００数十人のために，需要がないのに，毎年２，４００万垂れ流しをして

いるわけだ。それで，修理費は３，０００万だかって，こないだあったよね。

今のキャパでは黒字にはなり得ない。民間の銭湯ならば，１，２００万でや
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っていけるのを，役所がやっちゃうと，その倍をかけても黒字になんないわ

けだ。本来の市民サービスって何よ。いつまで経っても決まらないから，決

めるときは，決めるのさ。２，４００万あったら，ほかに何ができる，違う

サービスが考えられるのではないかな。あのお風呂は，国民宿舎水郷があっ

て初めて成り立つわけ。もう，宿舎がないんだから，思い切って結論出した

方がいいと思う。

〇佐藤産業経済部長 はい，栁澤委員からは以前からそのお話しをいただ

いておりますので，確かにコロナの影響で利用も少ないこともありますし，

固定の人が使っているというお話もあります。国民宿舎があったときは，宿

舎利用の方が使っていたところ，震災の影響で，あの施設だけ残した経緯で

す。ここは早急に判断をしていく時期にあるのかなと十分に感じているとこ

ろであり，これから同じ答えになってしまうのですが，検討させていただき

たいというところでございます。

〇栁澤委員 毎回，同じ答え。じゃあ，いつまでに答え出せるよ。やって

も，やんなくとも。

〇佐藤産業経済部長 はい，この場でいつまでとは難しいですが，問題を

先延ばしにしていく訳にもいかない問題だと思いますので，市全体の公共施

設のあり方という話もある一方で，個別でというのは，栁澤委員のおっしゃ

るとおりだと思いますが，いつまでというのは，今すぐにはお答えできない

ところであります。本当に，早急に検討させていただきたいと思います。申

し訳ありません。

〇内田委員 栁澤委員のこの議論は，私も聴いております。その中で，現

状の中で，公務員がお風呂屋やったって儲からないよと思う。栁澤委員も，

そのベースの中で考えているところもあるのかなと思う。私もね，野球なん

かやったときには使うけどもね。それ以外は，行きません。なぜかというと，

有料でお風呂入ったときにね，マッサージかかれないお風呂屋行ったって，

しょうがないよというのもあるのですよ。水郷公園に私は年間１００日くら

い行っていると思います。その俺がなんでお風呂行かないかっていうと，マ

ッサージかかれないからなのですよ。マッサージあったら，行っていると思

う。これは，私の個人的なのだけども。ですから，栁澤委員の言っていると

おり，検討するのならば，いわゆる民間委託じゃないけれども，民間的発想，

ノウハウのある民間会社があって，採算がとれるか分からないけども，今よ

りは市の負担が減るような発想を入れた上で検討をしたらいかがでしょうか
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という，マッサージだけじゃありませんよ。何かそういう公募でもして，今

度はあそこに水場ができるようですから。現在はどういう状況かというと，

駐車場は満杯です。そして，県外ナンバーがものすごく多いです。何かって

いったら，サイクリングですよ，そういう需要を取り組むとか，そういう発

想検討されたらという，これは，私の意見です。特に返事はいりません。以

上です。

〇柏村副委員長 私も栁澤委員の意見を聴いて，当時，いわゆる分母がな

くなったので，それに繋いでいるお湯っていうのは，限界だと思いました。

狭いしね。いずれにしても，いつまでも税金でやってはいられないから，早

めに結論を出していただきたい。もう１つ，農林水産業の付加価値を高める

ため，商工は異業種の連携をやろうとしているのか，していないのか，この

２つを聞きたい。商工会議所の会員の増減，その会員数の納税率というのは，

高くなっているのか低くなっているのか，併せて教えてください。

〇羽成商工観光課長 まず，商工会議所の会員数でございますが，令和２

年度２，３１１会員ということで，増えています。地域振興に欠かせないと

いうことで，商工会議所も支援をしておりまして，異業種の関係は，セミナ

ーを開催させていただいて，取り入れられるか。市の方が具体的に異業種を

取り込んでいくかというのは，まだお示しすることができないような状況で

ございまして，今後，御提示できたらと考えております。

〇柏村副委員長 遅いじゃないか。考えるのに１年かかりませんよ。急が

ないと，事が成就しないんですよ，どういうことでも。よく吟味してくださ

い。

〇平石委員長 それでは，ここまでで暫時休憩とし，午後１時から再開さ

せていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

（午前１２時００分休憩）

（午後 １時００分再開）

〇平石委員長 それでは，第７款について説明願います。

〇大貫住宅営繕課長 住宅営繕課です。決算書の２４０・２４１ページの

下段をお願いいたします。７款土木費１項土木管理費１目土木総務費をお願

いいたします。２節給料から４節共済費は，住宅営繕課営繕係９名分と道路

管理課地籍業務係４名分，合計１３名分の職員の人件費となります。減額補

正につきましては，人事異動等に伴う人件費の減額によるものです。１２節

委託料は，工事の設計の際に使用するデジタル複合機，プリンターの保守管
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理委託料でございます。つづきまして，１３節使用料及び賃借料につきまし

ては，備考欄記載の権利使用料として，公共工事で使用する建築工事の営繕

単価のデータ使用料と，１２節委託料で説明いたしましたデジタル複合機の

借上料でございます。説明は，以上です。

〇浅岡道路管理課長 道路管理課でございます。ひきつづき，２４０・２

４１ページをお願いいたします。２目地籍調査費でございます。この事業は，

調査区域，一筆ごとの土地につきまして，境界の位置や面積について測量な

どの調査を行うものでございます。本市におきましては，昭和３３年度に調

査を開始し，９４．４７平方キロメートルに対しまして，９０．２７平方キ

ロメートル，率としまして９５．６パーセントの地域について調査が完了し

た状況でございます。主な節について，御説明いたします。２４２・２４３

ページをお願いします。１２節委託料の地籍測量委託料は，右籾地区の現地

調査，及び一筆ごとの地籍測量などを実施したものでございます。１３節使

用料及び賃借料のシステム使用料は，地籍図及び土地情報の管理，成果品の

交付や事務処理など，日常業務の効率化を図るため，導入しております地籍

調査システムの使用料でございます。つづきまして，２項道路橋梁費１目道

路橋梁総務費でございます。道路橋梁総務費は，道路や橋梁の管理に係る一

般経費及び未整備道路における後退用地の取得費用や登記料並びに道路整備

に関連します各協議会などへの負担金でございます。補正予算は，人事異動

に伴う人件費の補正増をしたもので，予備費及び流用につきましては不足し

た道路補修費に流用をしたものです。それでは，主な節について御説明いた

します。１１節役務費の登記料は，未改良道路などにおきまして，後退用地

の寄付申出等に伴い分筆した上，所有権を本市に移すため土地家屋調査士協

会及び司法書士協会へ支払いました登記料９件分でございます。１２節委託

料の道路台帳加除補正委託料は，前年度，市が施工した道路改良工事等に伴

い，道路幅員や形状に変更があったものや，民間の開発行為などによって整

備された道路を市へ帰属した際に，その道路情報を台帳に反映するため，図

面やデータの追加・修正等を毎年行っているものでございます。１３節使用

料及び賃貸料のシステム使用料は，道路改良工事などに伴う測量・設計委託

費や工事費を積算するための土木設計積算システムの使用料でございます。

１８節負担金補助及び交付金の備考欄にあります下から２項目急傾斜地崩壊

対策事業負担金は，茨城県が事業主体となり，平成２４年度より進めており

ます木田余地区の宝積寺付近から東真鍋地区までの，北側斜面において実施
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しております補強工事の付帯工事に係る負担金と昨年度より工事に着手しま

した土浦第二中学校の南側斜面において実施しております補強工事の負担金

でございます。事業費に対する負担割合につきましては，事業費の４０パー

セントが国の負担，県負担が５０パーセント，市が１０パーセントを負担す

るものでございます。つづきまして，２目道路維持費でございます。こちら

は，市道の舗装修繕や，橋梁の補修といった維持管理に係る経費でございま

す。補正予算につきましては，舗装打ち換え工事におきまして，国の交付金

が減額となりましたことから，補正減をしたものでございます。それでは，

主な節について御説明いたします。１２節委託料は，道路の草刈や路面及び

側溝の清掃，街路樹剪定業務などの管理委託を実施したものでございます。

つづきまして，２４６・２４７ページをお願いいたします。備考欄の下から

５項目橋梁耐震補強設計委託料は，地震による橋の落下を防止するための設

計でありまして，その下の橋梁詳細設計委託料は，橋の劣化箇所の補修や塗

装など，予防修繕によって長寿命化を図るための設計委託でございます。橋

梁定期点検委託料は，道路法施行規則の一部改正により，橋梁の点検を５年

に一度の頻度で行うことが義務付けられたことに伴い，本市におきましても，

平成３０年度までに一巡目の点検が完了いたしました。令和元年度より，二

巡目の点検に着手しており，昨年度は９７橋の点検を実施したものでござい

ます。１４節工事請負費は，道路の舗装や排水施設などの補修を行う一般補

修工事や，舗装打換工事などを実施したものでございます。また，耐震補強

工事につきましては，橋梁の落橋防止などの工事を行ったものでございます，

なお，同じく備考欄の橋梁長寿命化修繕工事につきましては，橋梁の塗装や，

橋げたのジョイントの部品などの補修・交換，コンクリートのひび割れを補

修するといった，予防的な修繕を行ったものでございます。１５節原材料費

は，主に道路補修事務所で使用するアスファルト合材や砕石等の購入費用で

ございます。以上が，２目道路維持費の主な内容でございます。道路管理課

は，以上でございます。

〇草間道路建設課長 道路建設課でございます。つづきまして，２４８・

２４９ページをお願いいたします。３目道路新設改良費でございます。道路

新設改良費は，生活道路の拡幅整備に必要な測量や実施設計委託，道路改良

工事，道路用地の取得，物件補償等の費用でございます。それでは，主な節

につきまして，御説明いたします。１２節委託料は，道路拡幅用地の買収に

伴う境界確認などの測量調査や用地測量及び道路の設計業務を委託したもの
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のほか，ＪＲ水戸支社に工事を委託しました神立駅東口歩行者専用道路整備

でございます。１４節工事請負費は，生活道路の拡幅改良工事を実施したも

のでございます。備考欄の上から３項目交通安全施設工事費は，道路の区画

線を引き直したものでございます。その下の，バリアフリー化工事費は，神

立駅東口広場の改修工事に係る前払い，またその下の神立駅東口歩行者専用

道路整備工事費は，先ほど，委託料で御説明いたしました，ＪＲへの委託工

事完了後に，市が発注した歩行者専用道路整備工事でございます。１６節公

有財産購入費は，拡幅改良工事に伴う用地取得費でございます。実績としま

しては，現年度・繰越を合わせまして，２３路線の各地権者９３名から１２

８筆を取得したものでございます。２１節補償補填及び賠償金は，拡幅改良

工事に伴う支障物件の補償金でございます。道路拡幅用地に存在する立木や

ブロック塀等の工作物補償のほか，拡幅に支障となった電柱や水道などの地

下埋設物の移設に要した費用でございます。３目道路新設改良費につきまし

ては，以上でございます。つづきまして，２５０・２５１ページをお願いい

たします。３項河川費でございます。１目河川総務費につきましては，茨城

県から管理委託を受けております備前川と新川の河口付近にそれぞれ設置さ

れております排水機場の管理経費並びに河川整備や治水に関連します各協会

や同盟会などへの負担金でございます。それでは，主な節につきまして，御

説明いたします。１２節委託料は，旧備前川などの草刈委託のほか，備前川

排水機場のポンプ２台，新川排水機場のポンプ４台の保守点検料及び運転管

理に必要となる検査費用などでございます。１４節工事請負費は，イオン北

側の旧備前川管理用道路の路肩におきまして，コンクリート柵板による法敷

補修工事を行ったものでございます。以上が，１目河川総務費の主な内容で

ございます。道路建設課は，以上でございます。

〇滝田下水道課長 下水道課です。下水道課でございます。同じく２５

０・２５１ページの２目排水路維持費をお願いします。排水路維持費は，雨

水調整池や都市下水路などの清掃，浚渫，修繕などの経費でございます。執

行率につきましては４９．１パーセントでございます。主な節についてご説

明いたします。１０節需用費の備考欄に記載の修繕料は，水路等の修繕７件

分でございます。２５２・２５３ページをお願いします。上段の１２節委託

料の排水路等清掃委託料は，水路施設などの清掃や草刈りなど，４０件分を

行ったものでございます。１４節工事請負費は，排水路の蓋掛けと防草シー

トの設置工事を行ったものです。なお，繰越明許費は，天川団地東側におけ
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る永国西都市下水路の管更生工事を予定したところですが，工法検討に時間

を要したことから委託及び工事について，翌年に繰り越したものでございま

す。つづきまして，３目排水路整備事業費をお願いします。この事業費は，

都市下水路や小規模排水路の整備に係る経費でございます。執行率につきま

しては，９１．２パーセントでございます。補正につきましては，人事異動

に伴う人件費の増による補正でございます。主な節について御説明いたしま

す。１４節工事請負費の補助分は，防衛省の交付金を活用した西根竹の入都

市下水路の整備及び単独分は，荒川沖都市下水路と小松１丁目の排水路整備

を行ったものでございます。なお，繰越明許費は，田中３丁目における排水

路の整備を予定したところですが，地元協議に時間を要したことから，翌年

に繰り越したものでございます。また，２１節の補償補填及び賠償金につき

ましても，排水路の整備に伴う支障物等の移設補償費として，繰り越したも

のでございます。下水道課からは，以上でございます。よろしくお願いしま

す。

〇飯泉都市計画課長 つづきまして，都市計画課から説明をさせていただ

きます。決算書２５２・２５３ページをお願いいたします。４項都市計画費

の１目都市計画総務費でございます。都市計画総務費につきましては，主に

都市計画事業に係る経常的な経費となってございます。１節報酬及び４行下

にございます７節報償費について，でございますが，こちらは，都市計画課

が事務局を務めております都市計画審議会バリアフリー推進協議会等の委員

報酬となってございます。２５４・２５５ページをお願いいたします。一番

上の行になります１０節需用費のうち，備考欄三つ目の印刷製本費につきま

しては，都市計画図の印刷費用となってございます。３行目になります１２

節委託料のうち，備考欄の三つ目にございますバス路線運行方策検討調査委

託料につきましては，公共交通不便地域における新規コミュニティ交通の導

入に関する調査を実施したものであり，四つ目の地域地区等調査委託料につ

きましては，おおむね５年に一度，実施しております都市計画の定期見直し

に当たりまして，地域地区等の変更作業を行ったものでございます。つづき

まして，土浦北インターチェンジ周辺地区現状調査等委託料につきましては，

産業発展を促す拠点として民間事業者の立地促進を図るための調査を実施し

たものであり，スマートインターチェンジ設置可能性調査委託料につきまし

ては，地域生活の充実や地域経済の活性化を図るため，スマートインターの

設置可能性についての検討を行ったものでございます。１４節工事請負費に
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つきましては，亀城モール整備事業におきまして，未整備区間の工事を予定

しておりましたが，工事に至らなかったことから，繰越しをさせていただき，

本年度の工事を予定しているものでございます。１６節公有財産購入費につ

きましては，亀城モール整備事業に関する費用となってございます。１８節

負担金補助及び交付金のうち，負担金につきましては，茨城県都市計画協会

負担金を始め，国道の整備促進など，１６の団体等に対する負担金となって

ございます。２５６・２５７ページをお願いいたします。負担金補助及び交

付金のうち，補助金の一番下にございます地域交通関連事業者等運行継続緊

急支援金につきましては，国のコロナウイルス臨時交付金を活用いたしまし

て，路線バスやタクシー事業者等に対する支援を行ったものでございます。

２１節補償補填及び賠償金につきましては，亀城モール整備事業に関する補

償となっております。一番下にございます２７節繰出金につきましては，公

共用地先行取得事業特別会計繰出金等となってございます。１目の説明は，

以上でございます。

〇平井都市整備課長 ２目都市施設管理費は，土浦駅東西の駅前広場・荒

川沖駅東西の駅前広場・神立駅自由通路・モール５０５などの都市施設の維

持管理等に要する経費で，執行率５７．６パーセントです。補正予算額及び

翌年度繰越額に記載の４，２７７万４，０００円については，新型コロナウ

イルス感染症対策事業として補正をしたもので，都市施設のトイレ改修工事

を今年度に繰越を行ったため，執行率が低くなっております。それでは、主

な節につきまして説明いたします。１２節委託料は，土浦駅・荒川沖駅前広

場，モール５０５等の清掃や保守点検など施設管理２４件の業務委託料とな

っております。１４節工事請負費です。都市施設の改修工事が主なもので，

備考欄にございます都市施設改修工事費は，荒川沖東口エスカレータのステ

ップ全ての交換工事を行ったものです。２７節繰出し金は，新型コロナウイ

ルス感染症対策事業として，土浦駅東駐車場トイレの洋式化への改修工事費

分を駐車場事業特別会計へ繰出したものです。２目の説明につきましては，

以上でございます。

〇櫻井建築指導課長 建築指導課でございます。同じく決算書２５８・２

５９ページからが建築指導費となりますが，建築指導費は建築指導課全般に

係る費用でございます。主なところを説明させていただきますので２６０・

２６１ページをお開きいただければと思います。７款土木費４項３目１節報

酬は，建築審査会１回分の委員報酬と非常勤職員１人分の報酬です。８節旅
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費は，県外で開催される会議・研修がコロナ禍により，なくなりましたため

会計年度任用職員１名分の費用であります。１３節使用料及び賃借料は，建

築行政共用データベース使用料，指定道路情報公開サイト使用料でございま

す。１８節の負担金補助及び交付金のうち，補助金は，住宅等災害復旧資金

利子補給金とブロック塀等安全対策費補助金となっております。２２節償還

金利子及び割引料は，住宅等災害復旧資金利子補給金返還金で，災害復旧利

子補給の国費分でありますが，利子補給期間対象外であったため，社会資本

整備総合交付金の交付額４，０００円の返還が生じたものであります。また，

こちらの額については，負担金補助及び交付金の補助金より流用しておりま

す。

〇平井都市整備課長 つづきまして，４目土地区画整理費につきまして説

明をさせていただきます。土地区画整理費については，現在進めております

神立駅周辺地区の整備などの経費となっております。執行率は９９パーセン

トです。１８節負担金補助及び交付金の負担金につきましては，土浦・かす

みがうら土地区画整理一部事務組合負担金としまして，事業費及び事務費そ

して土浦市からの派遣職員の人件費を負担金としているものです。

〇草間道路建設課長 ひきつづき，２６２・２６３ページをお願いいたし

ます。５目常名虫掛線街路事業費は，並木地内市道Ⅰ級４４号線から虫掛新

田地内まで，延長１，４３５メートル，幅員１６メートルの道路整備に要す

る経費でございます。１２節委託料は，草刈委託や供用後の交通量を確認す

るため実施しました交通量調査のほか，道路境界杭の復元を行った道路境界

測量委託でございます。１４節工事請負費は，供用開始に先立ち実施した交

差点改良や路面標示設置，仮設ガードレールやカーブミラー設置などの付帯

工事でございます。つづきまして，６目神立停車場街路事業費は，神立駅西

口土地区画整理事業地内から西へ向かい，かすみがうら市との行政界までの

延長２８３メートル，幅員１８から２２メートルの道路整備に要する経費で

ございます。補正減につきましては，令和２年度の事業費確定によるもので，

ほかの街路事業についても同様でございます。１２節委託料は，草刈委託や，

供用後の交通量を確認するため実施しました交通量調査のほか，道路境界杭

の復元を行った復元測量委託でございます。１４節工事請負費は，供用開始

後に追加の安全対策として実施しました，注意喚起標識設置などの付帯工事

でございます。つづきまして，７目田村沖宿線延伸道路整備事業費は，おお

つ野地内の国道３５４号おおつ野団地入口交差点から神立東二丁目を経由し，
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かすみがうら市との行政界までの延長２，９００メートル，幅員１４メート

ルの道路整備に要する経費でございます。このうち，Ⅰ期事業区間延長２，

０００メートルについては，供用を開始しております。なお，Ⅱ期事業区間

につきましては，かすみがうら市の区域を含む事業区間があることから，現

在，かすみがうら市と事業化に向けて協議を行っているところでございます。

１２節委託料は，Ⅱ期事業区間の現況交通量を確認するため実施しました交

通量調査委託でございます。２６４・２６５ページをお願いいたします。１

６節公有財産購入費は，地権者３名から合計３筆，４４８．５１平方メート

ルの道路用地を取得したものでございます。つづきまして，８目荒川沖木田

余線街路事業費は，川口二丁目地内，ローブ前交差点から木田余地内の国道

３５４号交差点までの延長２，３００メートルについて，現況幅員１８メー

トルを計画幅員２５メートルに拡幅整備し，４車線化するもので，その事業

に要する経費でございます。このうち，Ⅰ期事業区間としましては，現在工

事を進めております県の流域下水道事務所前交差点から国道３５４号までの

延長１，３００メートル，Ⅱ期事業区間としましては，川口二丁目地内，ロ

ーブ前交差点から県の流域下水道事務所前交差点までの延長１，０００メー

トルのうち，県の事業区間を除いた６３０メートルとなっております。１２

節委託料は，事業地管理としての草刈委託や，Ⅰ期事業区間に設置する擁壁

につきまして，一部修正設計を行ったもののほか，前年度から繰越により実

施しておりましたⅡ期事業区間における橋梁の予備設計委託でございます。

１４節工事請負費は，Ⅰ期事業区間において繰越明許費と現年度合わせて３

件の地盤改良など，道路改良工事を行ったものでございます。１６節公有財

産購入費は，Ⅰ期事業区間において，地権者４名から合計８筆，１，４９４．

７７平方メートルの道路用地を取得したものでございます。これにより，Ⅰ

期事業区間の用地買収は全て完了しております。２１節補償補填及び賠償金

は，Ⅰ期事業区間におきまして工事に支障となる東京電力の電柱２本の移設

に要した費用でございます。つづきまして，９目木田余神立線街路事業費は，

神立公園北側の交差点から神立病院の東側を通り，かすみがうら市へと至る

延長３２８メートル，幅員１２メートルの道路整備に要する経費でございま

す。現在は，用地買収と物件補償を進めております。１６節公有財産購入費

は，地権者１名から１筆７２．８３平方メートルの道路用地を取得したもの

でございます。２６６・２６７ページをお願いいたします。２１節補償補填

及び賠償金は，補償交渉に不測の日数を要しましたことから，全額を次年度
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へ繰越とし，支出済額はゼロとなっております。道路建設課は，以上でござ

います。

〇平井都市整備課長 １０目公園費は，市内の公園及び緑地等の維持管理

に要する経費です。執行率は，９０．４パーセントです。補正予算額及び翌

年度の繰越額１，１０８万５，０００円は，新型コロナウイルス感染症対策

事業として，公園のトイレ，水栓ハンドルの改修工事分で，今年度に繰越し

たものです。また，予備費流用額１７６万７，０００円は，５公園の遊具修

繕を実施するため，予備費より充当し，修繕したものでございます。それで

は，主な節につきまして説明いたします。７節報償費は，霞ケ浦総合公園の

花蓮，乙戸沼公園の花菖蒲，その他植物全般に渡り，生育などの監理をお願

いした公園アドバイザー１名の報償です。１２節委託料は，公園の維持管理，

清掃などの委託料です。主な委託につきまして説明いたします。備考欄上か

ら８行目都市公園等管理委託料は，乙戸沼公園など主要な４７か所の都市公

園及び１８６か所の小公園等の樹木剪定，薬剤散布，除草，低木施肥などの

業務を，１４件に分けて委託したものです。同じく，委託料の備考欄一番下

の，遊具点検委託料は，公園に設置されている遊具１４６公園の５１０遊具

について，有資格者による点検を実施したものです。点検結果に基づき優先

度の高いものから，補修・更新を行ってまいります。１４節工事請負費の繰

越明許費１，１０８万５，０００円は，新型コロナウイルス感染症対策事業

として，公園９か所のトイレの補修工事，水栓工事費として，３月に増額補

正を行い，今年度に繰越をしたものです。つぎに１１目霞ケ浦総合公園整備

事業費は，霞ケ浦総合公園の維持管理に要する経費で，執行率は，５６．３

パーセントです。補正予算額につきましては，産業文化事業団の人件費の減，

テニスコート指定管理料の減額補正，更には新型コロナウイルス感染症対策

事業として，トイレの改修，水生植物園の木道改修，遊具改修の増額補正に

よるものです。１２節委託料は，霞ケ浦総合公園の管理委託料，風車周辺の

草花の植付け及び花蓮植替え等の管理の７件に関する経費となります。１４

節工事請負費繰越明許費の９，５２０万８，０００円は，新型コロナウイル

ス感染症対策事業として，霞ケ浦総合公園内の８箇所のトイレ改修工事，木

道改修工事，ローラー滑り台の改修工事を行うもので，今年度に繰越措置を

行ったものです。備考欄記載のテニスコート修繕工事は，Bコート２面の張

替を行ったもので，残りのテニスコートも，年次計画で修繕を実施してまい

ります。つぎに１２目都市緑化事業費は，桜川緑地など２７か所の緑地の維
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持管理費及び都市緑化促進のための経費です。執行率は，４２パーセントで

す。執行率が低いのは，新型コロナウイルス感染症対策事業として，小野生

活環境保全林の木道改修工事費分を３月議会にて増額補正をお願いした２，

１５８万２，０００円について，今年度に繰越を行っているためです。１２

節委託料は，緑地の除草・剪定等１２件の業務委託を実施したものです。１

４節工事請負費の備考欄，都市緑地 散策路改修工事は，小野生活環境保全

林散策路の整備で，床板取換え，床板補修，擬木の木柵を設置したものです。

３月議会増額補正の繰越分については，散策路の木道７７．２メートルの改

修工事を行うもので，３月末までには完成予定でございます。つぎに１３目

総合運動公園建設費につきましては，常名運動公園建設に伴う取得済み用地

の維持管理に要する経費です。執行率は，９９．９パーセントです。１２節

委託料は，取得済み用地の草刈等６件の委託料です１４節工事請負費は，暫

定広場整備工事費として，広場周りに防球ネット及びフェンスを設置した工

事費です。つぎに１４目開発費について，説明をさせていただきます。開発

費につきましては，中心市街地活性化基本計画に関する事業費のほか，平成

３０年度末，川口二丁目地区に整備しましたりんりんポート土浦に関する運

営経費等です。執行率は４５．７パーセントです。執行率が低いのは，繰越

額に記載の６５５万６，０００円について，川口２丁目の京成ホテル跡地に

て，官民連携による土地の利活用の方向性等を定める，コーディネート業務

委託にて，民間事業者と協議を行う予定でしたが，新型コロナウイルス感染

症拡大の影響により，協議等の業務が中断となったため，今年度に繰越を行

ったことによるものです。１２節委託料のうち，備考欄上から四つ目にござ

います運営管理事務委託料につきましては，りんりんポート土浦の運営管理

委託料となってございます。また，今年度に繰越しました民間事業者進出支

援委託料６５５万６，０００円については，川口二丁目の京成ホテル跡地の

市有地，約５．１ヘクタールのうち，りんりんポート土浦の敷地部分を除く

約３．９ヘクタール部分について，民間活力の導入による賑わい創出を目指

し，昨年度に，サウンディング型市場調査にて，事業提案があったことから，

今年度は，公募に向けての課題や，条件等を整理するため，事業者に対して

ヒアリングを行い，民間事業者が進出可能な条件等を，整理・検討している

ところでございます。１８節負担金補助及び交付金のうち，備考欄の負担金

については，全国の１７都市で組織しております中心市街地活性化推進協議

会への負担金のほか，３つの協議会等への負担金です。その下の補助金につ
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いては，土浦商工会議所が中心となって組織している土浦市中心市街地活性

化協議会の運営に対する補助金のほか，中心市街地への定住を促進すること

により，活力と賑わいのある中心市街地の再生を目的として，実施をしてお

りますまちなか賃貸住宅家賃及びまちなか住宅購入に対する補助金となって

おります。まちなか賃貸補助対象は２７件，住宅購入補助１件でございます。

１４目の説明につきましては，以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。

〇大貫住宅営繕課長 ５項住宅費１目住宅管理費でございます。住宅管理

費につきましては，市営住宅の管理運営に係る経費でございます。補正は，

人事異動に伴います人件費の増額補正を行ったものでございます。前年度か

らの繰越事業費につきましては，市営住宅に関する工事請負費と公有財産購

入費を繰り越したものでございます。詳細は各節で説明させていただきます。

それでは，主な項目につきまして御説明いたします。１節報酬は，家賃徴収

業務及び市営住宅事務補助と住宅リフォーム助成事業補助に係る会計年度任

用職員３名の人件費となります。２節から４節までは職員のうち住宅係職員

の給料等でございます。１０節需用費でございます。消耗品費につきまして

は，市営住宅の消火器や空き住宅用の日除けカーテン等が主なものです。印

刷製本費と光熱水費は，経常的な経費として，例年どおりの執行となってお

ります。修繕料につきましては，市営住宅とその付帯設備の修繕に支出した

経費でございます。昨年度は２９９件の修繕を実施しております。１１節役

務費ですが，備考欄記載の手数料については市営住宅の水道水の水質検査，

家賃や駐車場料の口座振替手数料等の経費でございます。保険料につきまし

ては，市営住宅の火災共済保険契約（全国公営住宅火災共済機構）と住宅施

設賠償責任保険でございます。つぎに１２節委託料でございます。備考欄記

載の受水槽・高架水槽，給水ポンプ，エレベーター等設備の保守点検や草

刈・伐採業務委託など，市営住宅の維持管理に関する業務が主なものでござ

います。委託料の備考欄，１番下に記載しております訴訟代理人委託料は，

悪質な家賃滞納者への支払い及び立ち退き訴訟に伴う書類作成及び裁判費用

でございます。なお，不用額約１，６００万円につきましては，建築基準法

に基づく３年に１度の市営住宅の定期点検がございますが，昨年度は，１級

建築士の有資格者である職員が３名在籍していたことから，職員による点検

を実施したことにより，当初予定していた委託料が不用となったものです。

つづきまして，１３節使用料及び賃借料ですが，備考欄二つ目の借地料につ
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きましては，一部の市営住宅敷地が借地となっているため，１０名の方へ借

地料を支払っているものです。システム使用料については，市営住宅管理用

システムの賃貸借料でございます。１４節工事請負費につきましては，備考

欄に記載のとおり，市営住宅及び付帯設備の維持管理のための改修工事と市

営住宅の敷地返還に伴う整備工事です。備考欄の一つ目の西板谷住宅屋上防

水工事，三つ目の神立住宅屋上防水，外壁塗装工事は，令和２年３月策定の

公営住宅等長寿命化計画に基づき年次計画で実施したものです。また，備考

欄１番下段の更地返還工事費につきましては，旧常名第３住宅の敷地返還に

伴う工事でして，地権者との敷地返還交渉に日数を要し，工事発注が遅れた

ことにより前年度からの繰越事業としていたものです。次の１６節公有財産

購入費ですが，こちらも前年度からの繰越事業でございます。竹の入第２住

宅の敷地返還事業に併せまして，返還予定地内の一部を市道として整備する

ため，市が購入することとなっておりましたが，地権者との交渉に時間を要

したため，全額を繰越していたものです。つづきまして，２７８，２７９ペ

ージをお願いしいたます。１８節負担金補助及び交付金でございます。負担

金は例年と同様の執行状況となっております。また，補助金の住宅リフォー

ム助成事業は，居住環境の維持向上と地域経済の活性化を目的に，個人住宅

のリフォーム経費の一部を助成するもので，受付件数１６７件の実績となっ

ております。説明は，以上です。よろしくお願いいたします。

〇平石委員長 それではここまでで，御質問・御意見はございますか。

〇寺内委員 住宅リフォームは１つの家に２０万円というのでいいのかな。

〇大貫住宅営繕課長 上限額は，御家庭ごとに１０万でございます。

〇寺内委員 前は２０万だけど，下がっちゃったんだ。これは，高齢福祉

のほうのでやると，もっとよくできるのかな。

〇大貫住宅営繕課長 住宅リフォーム事業の対象は，屋根ですとか外壁の

修繕や塗装工事，また，浴室，トイレ等のリフォーム工事や床材の張替えが

主なものです。

〇寺内委員 普通の家でも，住宅営繕課に申請すれば，それで補助しても

らえるのか。

〇大貫住宅営繕課長 細かい条件はございますが，市内の施行業者に頼ん

でいただいて，１回使った方は次年度からは対象にならないのですが，そう

いう形で対応できると思います。

〇平石委員長 私のほうから１点質問させていただいてよろしいでしょう
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か。先ほどの常名虫掛線について，昨年も確か勝田委員からお話があったか

と思うんですが，交差点部分が危険で，事故が多くなるだろうということで

信号機の話がでたかと思うんです。今年に入ってから，車が大破するような

事故が２回起きたと聞いていますが，信号機の予定を教えていただきたいで

す。

〇草間道路建設課長 信号機の新設につきましては，継続して警察のほう

に要望しているところでございます。ただ，警察署のほうでも年度内の予算

の都合や，交通量で優先順があり，まだ設置されていないという状況でござ

います。

〇平石委員長 時間がかかるとは認識していますが，事故が起きていると

いう現状がありますので，注意を喚起するような対策など，早めに御検討い

ただきたいと思いますが，いかがでしょうか。

〇草間道路建設課長 はい，供用開始の直後から事故がかなり発生してお

りまして，追加で標識を設置したり，一時停止のための路面標示を目立つよ

うにですとか，道路管理者としては，やれることはやっているところでござ

います。また，現地の確認をいたしまして，追加の対策があれば検討してい

きたいと思います。

〇平石委員長 はい，警察への要望と併せ，よろしくお願いします。

〇寺内委員 荒川木田余線で，土浦に入ってくるほうの道路は１車線だよ

ね。あれ，業者さんが勝手にポールなんかを置いて，事故になりかねないよ。

だから，必ずガードマンをつけさせるようにしないと，工事かなんか入ると

きは関係課で，例えば職員が行って注意喚起をするとかしないと，あそこは

道路の半分使っちゃうから，荒川木田余線は，それでなくても混むんだから，

担当課のほうで行ってガードマンを置いたりしないと，事故になったときに

は，業者の責任じゃなくなっちゃうから，やっぱり監督責任は役所なんだか

ら，それだけは，ちゃんとやっておいてください。答弁はいいですから。

〇平石委員長 それでは，第１１款のほうの説明をお願いいたします。

〇黒須農林水産課長 ３３８・３３９ページをお願いします。１項１目農

業施設災害復旧費を御説明申上げます。農業施設災害復旧費につきましては，

平成３０年９月末に発生した台風２４号及び令和元年９月の台風１５号１０

月の台風１９号により，被災した農業施設の復旧等を支援するものです。１

８節負担金補助及び交付金の備考欄にございます土浦市農協系統農業災害資

金利子給付金は，台風により被害を受けた農業者が農協関係の資金で融資を
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受けて，農業用施設等の復旧をする場合に農業者の負担軽減のために，県と

協調して利子助成を行うもので，平成３０年の台風２４号分の継続案件９件

と，令和元年の台風１５号・１９号の継続案件４件分の給付金です。農林水

産課は，以上です。

〇櫻井建築指導課長 ２項土木関係災害復旧費１目都市施設災害復旧費１

８節負担金補助及び交付金のうち補助金の被災住宅復旧緊急支援事業補助金

につきましては，台風１５号関連により被災した住宅の復旧工事で，繰越分

８件の補助であり，令和２年３月議会で繰越措置を行ったものであります。

〇平石委員長 この件につきまして，御質問等ございますでしょうか。

(「なし」との声あり)

〇平石委員長 ここで暫時休憩といたします。再開は，１４時からとさせ

ていただきますので，よろしくお願いします。

（午後１時５０分休憩）

（午後２時００分再開）

〇平石委員長 休憩前に続き，会議を再開します。

〇黒須農林水産課長 午前中に栁澤委員から御質問のありました農業次世

代人材投資資金の要件，５０歳未満について，御説明させていただきます。

農林水産省で実施している農業人材力強化総合支援事業実施要項の中で決め

られているものでございます。令和元年度に４５歳であったものが，現行の

５０歳までに拡大されているという状況でございます。以上でございます。

〇平石委員長 それでは，特別会計について，順次，御説明願います。

〇平井都市整備課長 ３４４，３４５ページをお願いいたします。公共用地

先行取得事業特別会計につきまして，御説明をいたします。まず，歳入の収

入済額でございますが，８億６，７５１万３，３８５円となっております。

１枚おめくりいただきまして，３４６，３４７ページを御覧いただきまして，

歳出の支出済額でございますが，こちらも８億６，７５１万３，３８５円と

なっております。詳細につきましては，事項別明細書で説明させていただき

ますので，３５０，３５１ページをお願いいたします。１目１節一般会計繰

入金でございますが，常名虫掛線街路事業ほか，５事業の用地取得事業債の

元利償還金を，一般会計から繰り入れたものでございます。１枚おめくりい

ただきまして，３５２，３５３ページをお願いします。１款１項の公債費は，

歳入と同じく常名虫掛線街路事業ほか５事業の用地取得事業債の償還金でご

ざいます。４９２ページをお願いいたします。４９２ページの下の箱が，公
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共用地先行取得事業の実質収支に関する調書でございますが，歳入・歳出と

もに８億６，７５１万３，０００円となり，実質収支につきましては０円と

なっております。公共用地先行取得事業特別会計の説明につきましては，以

上となります。つぎに駐車場事業特別会計につきまして，御説明いたします。

決算書の３５６，３５７ページをお願いします。まず，歳入の収入済額でご

ざいますが，１億２２７万３，７９７円となっております。歳出の支出済額

でございますが，９，２２６万１，９６４円です。詳細につきましては，事

項別明細書で説明させていただきますので，３６２，３６３ページをお願い

いたします。歳入の一覧です。１目１節駐車場使用料は，６か所あります市

営駐車場の駐車場利用料金で，対前年度比６９．７パーセントで，約４，２

００万円の減額となっております。補正予算額３，９９０万５，０００円は，

駐車場使用料収入の減少に伴い３月議会にて減額補正をお願いしたもので，

主な要因は，新型コロナウイルス感染症の影響で，在宅勤務や駅前施設の休

業によるものと考えております。２款繰越金は，令和元年度の決算余剰金を

令和２年度に繰越したものです。駐車場整備に係る公債費が令和元年度で終

了となり，公債費の減額に伴い，繰越額が増額となっております。４款繰入

金は，新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金による増額分を一

般会計から繰り入れたもので，土浦駅東駐車場トイレの洋式化工事分です。

つぎに歳出につきまして，御説明いたします。３６４，３６５ページをお願

いします。１目業務管理費は，６か所の駐車場維持管理に要する経費で，執

行率９２．５パーセントです。１２節委託料は，駐車場の管理運営及び駐車

所設備の保守点検等１８件の委託です。１３節使用料及び賃借料は，土浦駅

東口及び荒川沖駅東西口にありますパークロック駐車場の精算機などの管制

システム機器のリース料及び，駅東西駐車場のＬＥＤ照明器具の賃借料です。

１４節工事請負費は，駅西駐車場トイレの便器の交換・壁・床タイルの改修

工事のほか，２件を実施したものです。なお，繰越額１６５万４，０００円

については，土浦駅東口駐車場のトイレ改修工事分となります。２款公債費

は，土浦駅東駐車場の大規模改修に伴う償還金です。資料の４９３ページを

お願いいたします。上の箱が，駐車場事業の実質収支に関する調書です。歳

入総額１億２２７万４，０００円歳出総額９，２２６万２，０００円です。

翌年度への繰越しすべき財源は１６５万４，０００円となり，実質収支は８

３５万８，０００円です。駐車場事業特別会計の説明につきましては，以上

となります。よろしくお願いいたします。
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〇滝田下水道課長 農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算につきまして，

御説明いたします。はじめに，農業集落排水事業の概要でございますが，農

村地域における生活環境の向上と河川や湖沼の水質保全のため，旧土浦地区

に４か所，旧新治地区に２か所の，合計，６か所の汚水処理施設が整備され

ており，各御家庭からの汚水排水を浄化処理しております。４７６・４７７

ページをお願いします。歳入の総括表でございます。１款の分担金及び負担

金から，６款の諸収入までの歳入総額につきまして，収入済額の合計欄のと

おり，１億３，３５０万９，６３３円は，予算現額に対して９５．８パーセ

ントの収入率でございます。詳細は，事項別明細書の中で説明させていただ

きます。４７８・４７９ページをお願いします。歳出の総括表でございます。

１款の農業集落排水事業費から３款の予備費までの歳出総額につきまして，

支出済額の合計欄のとおり１億１，８４３万６，１８７円は予算現額に対し

て，８５．０パーセントの執行率でございます。詳細は，事項別明細書の中

で説明をさせていただきます。４８２・４８３ページをお願いします。事項

別明細書の歳入でございます。最初に分担金及び負担金の１目受益者分担金

は，整備事業費の一部を受益者に負担していただくものでございます。現在，

各処理施設の整備事業が完了しておりますので，新規の加入者に対しまして

は，条例に定めた負担額を御負担いただいております。２年度は，沢辺地区

と東部地区と北部地区におきまして，合計で４件の新規加入者がございまし

たので，受益者分担金をいただいております。つづきまして，使用料及び手

数料の１目農業集落排水使用料は，６地区の処理区域合計の１，２２５件分

の使用料でございます。料金形態につきましては，基本料金の月３，０００

円に人数割の１人当たり２５０円を加算した額を納めていただいております。

備考欄に記載の現年度分の使用料収納率で９８．８パーセント，滞納繰越分

が６．２パーセント，合計で７７．６パーセントでございます。滞納分につ

きましては，公共下水道と同じく督促状でのお願いや戸別訪問を行い，徴収

に努めております。つづきまして，県支出金の１目農業集落排水事業費補助

金は，排水処理施設からの排水に含まれるリンの含有量を低下させる薬品代

などに対する補助金でございます。また，湖沼水質浄化下水道接続支援事業

費補助金は，森林湖沼環境税を活用した今年度までの接続工事補助制度でご

ざいます。４８４・４８５ページをお願いします。１節農業集落排水事業費

交付金は，供用開始後２０年が経過した処理施設の改修などが交付対象とな

りますが，２年度は，農山漁村地域整備交付金の活用により，最適整備構想
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を５地区で実施したものでございます。繰入金の１目一般会計繰入金におけ

る補正予算でございますが，新型コロナウイルス感染症対策事業の一環とし

て台帳を電子化に移行するために増額補正したものでございます。つづいて，

諸収入の１目雑入でございます。備考欄の福島原子力発電所の事故に伴う損

害賠償金は，２年度に支出しまし，処理場汚泥の放射能測定費に対する原子

力損害賠償金でございます。歳入につきましては，以上でございます。つづ

きまして，歳出について，御説明いたします。４８６・４８７ページをお願

いします。農業集落排水事業費の１目農業集落排水事業管理費は，処理場６

か所とマンホールポンプ６６か所及び管路施設の維持管理費でございます。

主な節について，御説明いたします。１０節需用費の消耗品費は，主にリン

を除去するための薬品代でございます。光熱水費は，処理場施設や中継ポン

プ施設の運転に係る電気料などでございます。１２節委託料は，処理場や中

継ポンプの維持管理委託料などでございます。備考欄に記載の脱水汚泥運搬

及び処分委託料は，堆肥化施設までの運搬と処分費用でございまして，脱水

汚泥成分分析委託料は，堆肥化のための汚泥成分の分析でございます。つづ

いて，マンホールポンプ維持管理委託料は，排水管路施設に設置されたマン

ホールポンプの維持管理委託でございます。処理施設維持管理委託料は，処

理場６か所の機械・電気設備などの運転と水質管理を委託したものでござい

ます。また，使用料徴収委託料は，公共下水道と同じく，徴収業務を委託し

たものでございます。１４節の工事請負費は，農業集落排水に新規加入され

るお宅の汚水桝設置工事や排水処理施設の機器の更新工事などの費用でござ

います。つづいて，公債費の１項公債費は，財政融資資金や地方公共団体金

融機構への償還金の元金と利子分でございます。なお，令和元年度末の市債

残高につきましては，約２億円でございます。最後に４９５ページの実質収

支をお願いします。こちらの表が，農業集落排水事業の実質収支に関する調

書でございます。歳入総額が１億３，３５１万円，歳出総額が１億１，８４

３万６，０００円，歳入歳出の差引額が１，５０７万４，０００円，繰越財

源が１，４２２万３，０００円，実質収支は，８５万１，０００円でござい

ます。以上が農業集落排水事業の説明でございますので，よろしくお願いい

たします。

〇平石委員長 ここまでで，御意見，御質問ございますか。

〇内田委員 農業集落排水がもう２０年経っているということで，そろそ

ろ借金も減ってきたのだろうと思っていたけれど，令和２年で公債費２，５
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００万。残が億という話がありました。あと何年で終わるんですか。

〇滝田下水道課長 残金は２億円でございます。３０年で償還する予定で

ございます。

〇内田委員 ということは，あと１０年くらいか。それで，イニシャルコ

ストに対する借金返済が１０年くらいで大きなものがなくなって，繰出金が

少なくなるよということでいいのかな。

〇滝田下水道課長 計算だとそのようになります。

〇内田委員 分かりました。

〇平石委員長 ここまでで，指摘事項はございますか。

〇栁澤委員 さっきの霞浦の湯，あれを土俵に乗っけてもらいたい。早め

に結論出すように。

〇平石委員長 私のほうからも，先ほど寺内委員のリフォーム補助金につ

いて，市民の方から好評で４月中旬くらいから始まるんですけれども，ゴー

ルデンウィーク前に枠一杯になってしまって申し込めないという声も頂いて

います。経済対策にもつながりますので予算の増額なども，お願いいたしま

す。

〇寺内委員 指摘事項に入れといてよ。

〇平石委員長 では，指摘事項に霞浦の湯とリフォーム補助金，あと常名

虫掛線について入れさせていただきたいと思いますので，よろしくお願いい

たします。それでは最後に，分科会としての賛否をお諮りします。認定第１

号令和２年度土浦市歳入歳出決算の認定について賛成とする方は，挙手を願

います。

（全員挙手）

〇平石委員長 全会一致で，認定すべきものと決しました。つづきまして，

定第２号令和２年度土浦市下水道事業会計決算の認定について説明願います。

〇滝田下水道課長 令和２年度下水道事業会計の決算につきまして，土浦

市下水道事業会計決算書により御説明させていただきます。サイドブックの

令和２年度土浦市下水道事業会計決算書をお願いいたします。なお，下水道

課では，令和２年度より特別会計から下水道事業会計に移行いたしましたの

で，よろしくお願いいたします。それでは，３，４ページをお願いいたしま

す。令和２年度土浦市下水道事業決算報告書でございます。（１）の収益的

収入及び支出の収入につきましては，公共下水道利用に伴う下水道使用料。

支出につきましては，流域下水道の維持管理負担金及び施設の維持管理や人
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件費など，事業運営に係る経費が主なものでございます。はじめに，収入の

表の第１款下水道事業収益でございますが，予算額に対する決算額の割合で

１００．６パーセントとなってございます。また，補正予算でございますが，

第２項営業外収益におきまして，１２月議会に，人件費の増及び３月議会に

は，消費税修正申告による増額をいただいたもので補正額合計２，４３４万

６，０００円ございます。つづきまして，支出の表の第１款下水道事業費用

でございますが，予算額に対する決算額の割合で９９．１パーセントとなっ

てございます。また，補正予算でございますが，第１項営業費用は，１２月

議会におきまして，人件費の増，第３項特別損失は，３月議会におきまして，

消費税修正申告による増額をいただいたもので補正額合計２，６５６万１，

０００円でございます。つづきまして，（２）の資本的収入及び支出につき

ましては，企業債の借り入れや，国や県からの補助金が収入の主なものでご

ざいます。支出につきましては，下水道施設の構築に係る経費及び企業債の

償還金が主なものでございます。はじめに，収入の欄の第１款資本的収入で

ございますが，予算額に対する決算額の割合で６４．５パーセントとなって

ございます。また，補正予算でございますが，第１項企業債は，９月議会に

おきまして，汚水事業の交付金に伴う減，１２月議会におきましては，陥没

による緊急工事による増，３月議会におきましては，流域下水道事業費によ

る増，次の第３項他会計負担金は，９月議会におきまして，一般会計補助金

の増，次の第４項国庫補助金は，９月議会におきまして，汚水事業の交付金

に伴う増額補正をいただいたもので補正額合計４，４１０万円でございます。

つづいて，支出の欄の第１款資本的支出につきましては，予算額に対する決

算額の割合で７８．５パーセントでございます。また，補正予算でございま

すが，第１項建設改良費は，１２月議会におきまして，陥没による緊急工事

による増，３月議会におきましては流域下水道事業費による増，次の第２項

企業債償還金は，９月議会におきまして企業債償還金不足による増額をいた

だいたもので補正額合計４，２５３万８，０００円でございます。なお，４

ページに記載の，翌年度繰越額の主な事業は，公共下水道雨水排水整備事業

でございます。また，継続費につきましては，東筑波新治工業団地ポンプ場

を新設する事業費でございます。決算報告書のページにつきましては，以上

でございます。つづきまして，５，６ページをお願いいたします。こちらの

ページは，下水道事業における損益計算書でございますが，先ほど御説明し

ました，決算報告書における収益的な収入と支出に係る計算資料でございま
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す。６ページに記載の７予備費の当年度末処分利益剰余金は，全体の収益か

ら支出額を差し引いた当年度の純利益となってございます。つづきまして，

７，８ページをお願いいたします。こちらの上の表は，下水道事業剰余金計

算書でございますが，剰余金が当年度中にどのように増減変動したのかの内

容を表す計算書でございます。下の表ですが，こちらは下水道事業剰余金処

分計算書（案）でございます。未処分利益剰余金を資本金へ組み入れる予定

となってございます。つづきまして，９，１０ページをお願いいたします。

こちらは，下水道事業賃借対照表でございます。資産の部ですが，固定資産

と流動資産を合わせまして，資産合計が，５８３億８，５４６万７，４８８

円となってございます。次の負債の部ですが，固定負債と流動負債と繰延収

益を合わせまして，１０ページになりますが負債合計，４６０億１，９８４

万８，９４６円となってございます。次の資本の部ですが，資本金と剰余金

を合わせまして，負債資本合計，５８３億８，５４６万７，４８８円となっ

てございます。つづきまして，１２ページ以降の附属書類を説明いたします。

１３ページは，下水道事業報告書でございます。概要でございますが，令和

２年度末時点での下水道処理人口普及率は，８８．２パーセント，整備率は

８３．０パーセント，水洗化率は９４．２パーセントとなっております。１

４ページから１７ページまでは２００万円以上の工事一覧でございます。な

お，中央に記載されています本年度工事費の上下の金額ですが，下のカッコ

内は全体請負額となっておりますので，違いがある場合は昨年度に前払いな

ど支払いをしているためでございます。１８ページは令和２年度の業務でご

ざいますが，令和２年度からの下水道事業会計となりますので，令和元年度

分の金額等は記載できないため，前年度との比較については行えませんでし

た。１９ページについては，２，０００万円以上の契約一覧でございます。

２０ページは，キャッシュ，フローの計算書でございます。２１ページをお

願いいたします。こちらは，収益費用明細書でございますので，主なものに

つきまして，御説明させていただきます。収益的収入の１款下水道事業収益，

１項営業収益，１目下水道使用料は下水道使用料の現年度調定分でございま

す。次の，２項営業外収益，１目他会計補助金は，一般会計繰入金でござい

ます。２２ページをお願いいたします。収益的支出の１款下水道事業費用１

項営業費用１目管渠費は，下水道管の維持管理に係るものでございます。次

の２目ポンプ場費は，ポンプ場施設の維持管理に係るものでございます。次

の，３目業務費の主なものは，下水道使用料の徴収業務委託料でございます。
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次の，４目総係費は，職員の給料及び事務経費でございます。２３ページを

お願いいたします。５目流域下水道維持管理費は，県にお支払いする汚水処

理費用でございます。次の，６目水洗化普及費は，下水道本管への接続補助

でございます。次の，７目減価償却費の有形固定資産減価償却費は，ポンプ

場や管路施設などの減価償却費でございます。下の無形固定資産減価償却費

は，流域下水道の施設利用権の減価償却費でございます。つづいて，２項営

業外費用ですが，企業債の利息でございます。つづいて，３項特別損失です

が，手当や法定福利費の引当金が主なものでございます。２４ページをお願

いいたします。資本的収入でございます。１項企業債は下水道事業債でござ

います。３項他会計補助金でございますが，一般会計からの繰入金でござい

ます。４項国庫補助金は，社会資本総合交付金でございます。資本的支出で

ございます。１項建設改良費の１目管渠費は，職員給料などの人件費および，

事務用品の購入費用や工事請負費などでございます。次の，２目ポンプ場費

は，ポンプ場の委託料及び工事請負費などでございます。次の，３目流域下

水道事業費は，流域下水道事業の負担金でございます。次の，４目固定資産

購入費は，下水道整備に伴う用地取得でございます。つづいて，２項企業債

償還金は，長期債償還金でございます。次の２６ページは，固定資産明細書

でございます。２７ページから３３ページまでは企業債明細書でございます。

下水道事業会計の決算につきましては，以上でございますので，よろしくお

願いいたします。

〇平石委員長 ただ今の説明に対し，御質問等はございますか。

(「なし」との声あり)

〇平石委員長 それでは，分科会としての賛否をお諮りします。認定第２

号令和２年度土浦市下水道事業会計決算の認定について賛成とする方は，挙

手を願います。

(全員挙手)

〇平石委員長 全会一致で，認定すべきものと決しました。つぎに，認定

第３号令和２年度土浦市水道事業会計決算の認定について説明願います。

〇和田水道課長 令和２年度，水道事業会計の決算につきまして，土浦市

水道事業会計決算書により御説明させていただきます。恐れ入りますが，サ

イドブックスの令和２年度，水道事業会計決算書をお開き願います。はじめ

に，サイドブックスの画面の右下に，左から右，表紙あり，ページめくりの

四角い表示が３つございますので，中央の表示が表紙ありの場合は，表紙な



36

しの設定にお願いします。それでは，サイドブックスの３ページをお願いい

たします。３ページから右側の４ページは，令和２年度土浦市水道事業決算

報告書でございまして，一連の内訳表となってございます。はじめに，３ペ

ージ上の段の（１）収益的収入及び支出をお願いします。収入の主なものに

つきましては，市内各戸への給水に伴う水道料金の収入，また，支出につき

ましては，県企業局，霞ケ浦浄水場からの受水費用及び施設の維持管理や人

件費など，事業運営に係る経費が主なものでございます。はじめに，収入の

欄の第１款水道事業収益でございますが，当初予算に対する決算額の割合で

９９．２パーセントでございまして，前年度との決算比較では，１．２パー

セントの減収となってございます。主な要因でございますが，第１項営業収

益における給水料金の収益につきまして，家事用の料金収入は，前年度との

比較で約４．８パーセントの増加となっておりますが，学校などの団体用，

企業などの工業用や営業用の料金収入が１割から２割程度減少したことから，

全体での収益が減収となったものでございます。つづきまして，二つ目の水

道事業の運営に係る支出でございますが，当初予算に対する決算額の割合で

９７．６パーセント，前年度との決算比較では，０．５パーセントの微増と

なってございます。また，表の中の補正予算額でございますが，収益的支出

の第１項営業費用における人件費につきまして，人事異動及び人事院勧告に

伴い１２月議会におきまして，人件費の増額補正をいただいたものでござい

ます。つづきまして，下の段の（２）資本的収入及び支出でございますが，

資本的収支は，水道施設の構築など，財産形成に係る収支でございまして，

収入の主なものにつきましては，企業債の借入れや，他の部署からの依頼に

よる配水管施設の整備や消火栓の設置費用額の受入れとなってございます。

また，二つ目の支出につきましては，職員人件費や事務的経費及び送水管や

配水管工事など，施設の構築に係る経費や企業債の償還が主なものでござい

ます。はじめに，収入の欄の第１款資本的収入でございますが，当初予算に

対する決算額の割合は，９７．９パーセントでございまして，前年度との決

算比較では，９．９パーセントの減となってございます。つづいて，資本的

支出でございますが，当初予算に対する決算額の割合で９７．６パーセント，

前年度との決算比較では，１３．４パーセントの増となってございます。主

な要因としましては，第１項建設改良費につきまして，神立配水場の受変電

設備における更新工事に費用を要したものでございます。また，支出の第１

項建設改良費の補正につきましても，収益的収支と同様に人事異動などに伴
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いました人件費の補正でございます。なお，資本的収支における差し引き額

の不足分につきましては，過年度及び現年度分の損益勘定留保資金並びに当

年度分の地方消費税などにおける収支調整額により補填してございます。ひ

きつづき，４ページをお願いします。４ページ下の段の表に記載の翌年度繰

越額でございますが，配水管布設工事が４件，布設替え工事が５件及び送水

管の布設３件の工事費でございます。決算報告書のページにつきましては，

以上でございます。つづきまして，５ページをお願いいたします。こちらの

ページは，水道事業の収益と費用に関する損益計算書でございますが，先ほ

ど御説明しました決算報告書における収益的収支に係る計算資料となってご

ざいます。なお，計算書の下段，当年度末処分利益剰余金につきましては，

営業収益などの収入から，事業運営に要した費用を差し引いた当年度の純利

益でございまして，翌年度における資本金への組入れをお願いする予定額で

ございます。また，剰余金計算の資料につきまして，７ページをお願いしま

す。剰余金計算書は，一連の内訳表となってございます。こちらのページ，

上側の表は，令和元年度から２年度へ繰り入れた剰余金及び２年度の純利益

による残高計算の資料でございまして，現金預金のほか，水道施設や配水場

用地といった固定資産など，資産価値を含めた資本の合計となってございま

す。また，下の段の表は，令和２年度の利益剰余金について，資本金への組

入れをお願いする資料でございます。つづきまして，９ページ及び１０ペー

ジをお願いいたします。こちらのページは，水道事業における資産及び負債

並びに，資本に関する貸借対象表でございます。はじめに，９ページでござ

いますが，資産の部の集計となっておりまして，１番の固定資産は，配水場

用地や建物などの資産価値につきまして，年度ごとの減価償却分の累計及び

下段にございます２番流動資産につきましては，現金預金などの合計となっ

てございます。なお，流動資産の（２）未収金の主なものは，水道使用料金

でございますが，水道事業会計の決算につきましては，出納整理期間がござ

いませんので，当年度３月分の水道料金収入が，翌月，４月の納付となりま

すことから毎年度３月分の料金収入が未収金となり，翌年度の収入となるも

のでございます。つづきまして，１０ページをお願いします。１０ページの

上段，負債の部の３番の固定負債及び４番の流動負債は，主に水道施設の構

築に係る企業債の借入れなどでございます。つづいて，下段の資本の部につ

きましては，当年度までの水道施設構築に要した国庫補助金や利益剰余金の

合計でございまして，負債と資本の合計額は，９ページの下段に標記された
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資産合計と同じ額となってございます。つづきまして，１３ページをお願い

します。こちらのページは，令和２年度の水道事業報告書でございます。上

段の１番，概要の総括事項としまして，業務の状況でございますが，当年度

の給水件数は，６万２，９０９件でございまして，前年度との比較で３５４

件増加しておりますが，給水人口につきましては，２８０人の減となってお

ります。また，年間の配水量に対しまして，料金収入に当たる有収水量は９

４．２２パーセントとなってございまして，配水量と有収水量の差につきま

しては，老朽化の進んだ配水管からの濁り水の処理や漏水なども一因と考え

られますので，引き続き計画的な更新工事の実施により，有収率の向上に努

めてまいりますので，御理解の程，よろしくお願いいたします。なお，１４

ページから１８ページにつきましては，令和２年度における配水管布設工事

や更新工事などの実績表となってございます。つづきまして，２２ページを

お願いします。２２ページからは，収益費用明細書でございますので，主な

ものにつきまして，御説明いたします。はじめに，２２ページ，上段の１款

水道事業収益の主なものにつきましては，１項営業収益の１目給水収益でご

ざいまして，家事用，団体用，工業用，営業用などに区分された料金収入で

ございます。先ほど，３ページにございました決算報告書での説明と重複と

なりますが，家事用料金につきましては，前年度との比較で，約４．８パー

セントの増となってございますが，団体用が１０．５パーセント，工業用で

１７．３パーセント，営業用で２１．３パーセントとそれぞれ減収となって

おりますことから，新型コロナウイルス感染拡大による経済活動の滞りも一

因ではないかと考えております。つづきまして，下段の１款水道事業費用は，

県企業局からの受水費及び職員人件費のほか，市内４か所に設置されており

ます配水場などの運営管理に要する経費などでございますので，主な項目に

ついて御説明させていただきます。１項営業費用の１目原水及び受水費の１

節から６節までは，職員人件費でございます。つづきまして２３ページをお

願いします。２３ページの上の段から１０行目１６節につきましては，県企

業局からの受水に係る支払いでございまして，備考欄に記載の県南水道事務

所分につきましては，神立配水場，大岩田配水場，右籾配水場への送水分，

県西水道につきましては，新治浄配水場への送水分となってございます。つ

づいて，２目配水及び給水費は，１節から６節までの職員人件費のほか，１

２節委託料につきましては，配水場の運営管理業務や施設の維持補修などに

係る業務委託でございます。また，１３節手数料のメーター交換につきまし
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ては，各御家庭などに設置されております量水器の耐用年数が８年でござい

ますので，年間に約８，０００件程度の交換を要するものでございます。つ

づいて，１５節修繕費は，配水場の修繕や配水管の漏水修理費用などでござ

います。つづきまして，２４ページをお願いします。上の段の３目受託工事

費をお願いします。受託工事費は，職員人件費のほか，道路の掘削工事に支

障となる既設水道管の移設工事費などでございます。つづいて，４目業務費

職員人件費及び１１節の委託料につきましては，水道料金の徴収業務に係る

委託費用でございます。つづいて，５目総係費につきましては，職員人件費

と事業運営に係る事務経費となっております。つづきまして，２５ページの

中段の６目減価償却費をお願いします。減価償却費は，配水場などの建物や，

ポンプ施設などの資産につきまして，法定耐用年数からの算定により，毎年

の減価償却分を計上するものでございます。つづいて，７目資産減耗費の固

定資産除去費は，耐用年数を経過した送水管や配水管などについて，台帳上

の資産から除外する額の合計でございます。つづきまして，２項営業外費用

につきましては，企業債における利息分の償還が主なものでございます。つ

づいて，３項特別損失は，過年度分の経理における調停額の修正及び退職給

付費は，市全体の退職予定者数から水道課職員数のあん分により割り当てら

れた費用でございます。収益費用明細のページにつきましては，以上でござ

います。ひきつづき，２６ページをお願いします。資本的収支の明細書でご

ざいます。上段の１款資本的収入は，１項の企業債の借入れ及び他会計負担

金は，神立駅西口の区画整理事業に伴う配水管布設工事費の受入れや土浦市

消防本部からの依頼による消火栓設置工事費の受入れ分でございます。つづ

きまして，中段の１款資本的支出でございますが，１項の建設改良費は，職

員人件費と事業経費のほか，１６節の工事請負費は，配水管や送水管の布設

工事費などとなっております。また，２項の営業設備費でございますが，２

節の固定資産購入費につきましては，神立配水場の受変電設備，更新工事の

経費でございます。さいごに，下の段の２項企業債償還金は，企業債償還金

の元金でございます。資本的収支のページにつきましては，以上でございま

す。なお，２７ページは，水道施設における固定資産の明細及び２８ページ

から３１ページまでにつきましては，平成５年度から令和２年度までの企業

債の借入れ状況と償還に関する明細書となっております。水道事業会計の決

算につきましては，以上でございますので，よろしくお願いいたします。

〇平石委員長 ただ今の件について，何か御質問・御意見ございますか。
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(「なし」との声あり)

〇平石委員長 それでは，分科会としての賛否をお諮りします。認定第３

号令和２年度土浦市水道事業会計決算の認定について賛成とする方は，挙手

を願います。

（全員挙手）

〇平石委員長 全会一致で，認定すべきものと決しました。以上で当産業

建設分科会に付託されました案件の審査は，終了しました。そのほか，執行

部から何かありますか。

〇船沢都市政策部長 執行部からは，以上でございます。

〇平石委員長 長時間にわたり慎重なるご審議を頂き，お疲れ様でござい

ました。これで分科会を閉会します。


